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謹
賀
封
今

第
三
次
基
本
計
画
の
核

道
路
網
と
生
活
環
境
の
整
備
に
全
力

市
長
山
内
武
士

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は
、
市
政
発
展
の
た
め
に

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
札
申
し
上
げ
ま
す
。

　

好
調
に
推
移
し
て
き
た
景
気
も

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
、

後
退
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
国

の
平
成
四
年
度
一
般
会
計
予
算
も

五
年
ぶ
り
の
緊
縮
刑
E
予
算
と
な
る

見
通
し
で
す
。
本
市
の
産
業
も
今

の
と
こ
ろ
好
調
に
進
展
し
て
い
る

も
の
の
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
殿

堂
・
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
が
完
成
し

長
年
の
夢
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
野
高
校
移
転
新
築
工
事

や
ふ
れ
あ
い
公
園
造
成
工
事
が
始

ま
っ
た
ほ
か
大
野
東
高
校

の
開
校
な
ど
新
た
な
I
ペ

ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
十
一
世
紀
を
間
近
に

控
え
、
昨
年
六
月
に
第
三

次
大
野
市
総
合
計
画
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
お
お

の
」
を
テ
ー
マ
に
多
く
の

大
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

生
活
環
境
整
備
は
、
最
優
先
項
目

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
な
か
で

も
上
下
水
道
事
業
は
、
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
す
。
幸
い
、
鳴
鹿
大

堰
で
の
水
利
権
確
保
が
可
能
に
な

り
、
今
後
の
水
資
源
関
連
事
業
に

弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
工
業
団
地
造
成
や
企
業
誘
致
、

農
山
村
活
性
化
事
業
な
ど
に
加
え

懸
案
の
総
八
口
病
院
誘
致
、
リ
ゾ
ー

ト
構
想
の
実
現
な
ど
は
、
引
き
続

き
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

高
速
交
通
体
系
の
確
立
は
、
大

野
市
の
産
業
・
文
化
発
展
の
前
提

条
件
と
な
り
ま
す
。
中
部
縦
蒔
自

動
車
道
大
野
・
永
平
寺
間
の
早
期

着
工
や
大
野
・
和
泉
間
の
ル
ー
ト

決
定
、
市
道
束
縦
貫
線
の
計
画
決

定
な
ど
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
順
い
申
し

L
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

議会機能を最大限に

大型プロジェクト実現を

市議会議長松田庄ニ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
四
年
の
新
春
を
な

ぎ
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
L
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
二
月
に
、
市
議
会
議
‥
只

に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

こ
の
一
年
間
、
そ
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
輝
か
し
い

新
春
に
あ
た
り
、
更
に

市
民
福
祉
の
向
上
と
市

政
発
展
の
た
め
に
全
力

を
注
ぎ
、
躍
進
の
年
に

す
べ
く
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、

活
発
な
民
間
設
備
投
資

と
旺
盛
な
個
人
消
費
に

支
え
ら
れ
、
順
調
に
進
展
し
て
き

ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

や
不
安
定
な
為
替
相
場
な
ど
、
景

気
先
細
り
の
様
相
を
呈
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
当
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
繊
維
、
弱
電
関
係
も
現
在
明

る
さ
は
あ
る
も
の
の
先
行
き
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
当
市
の
経
済

活
性
化
に
大
き
な
期
待
が
か
か
る

中
部
縦
啓
自
動
車
道
大
野
・
和
泉

間
ル
ー
ト
の
早
期
決
定
や
国
道
、

東
縦
啓
線
の
整
備
促
進
、
上
下
水

道
事
業
、
雇
用
対
策
な
ど
多
く
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
で

あ
り
ま
す
。
議
会
で
は
、
こ
の
課
題

解
決
の
た
め
、
そ
の
機
能
を
ト
ニ

分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
国
や

県
に
強
く
働
き
か
け
な
が
ら
、
二

ト
ー
世
紀
に
向
け
た
市
政
の
進
展

に
全
精
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
L
げ
、
年
頭

の
ご
あ
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
定
期
便
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出
身
者
な

ど
五
ト
八
人
に
、
広
報
お
お
の
や
商
工
会
議
所
、
農
協
な

ど
の
広
報
紙
を
無
料
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

を
後
に
し
て
長
い
月
日
が
流
れ
た
今
日
も
、
大
野
を
思
う

気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
新

春
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

メヽソセージ

2出身地2新年のあい

さつ③近況④大野市の

イメージ⑤市や広報お

おのに一言⑥その他

ふ
る
さ
と
大
野
に
誇
り
に

松
川
範
夫
さ
ん

（
5
5
歳
・
埼
玉
県
）

2
L
黒
谷
。
②
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

故
郷
を
後
に
し
て
3
5
年
で
す
が
、
故
郷
を
語
る
と
き
が

一
番
楽
し
い
一
時
で
す
。
ふ
る
さ
と
大
野
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。
③
時
間
的
な
余
裕
が
で
き
た
の
で
、
健

康
に
気
を
つ
け
て
趣
味
の
域
を
広
げ
ま
す
。
4
最
近
は

関
東
で
も
、
朝
市
や
御
清
水
、
宝
慶
寺
な
ど
が
T
V
放

送
さ
れ
ま
す
。
大
高
甲
子
園
出
場
は
、
大
野
市
の
イ
メ

I
ジ
ア
ッ
プ
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

5
大
野
に
つ
い
て
の

情
報
源
は
、
広
報
お

お
の
と
電
話
だ
け
で

す
。
ふ
る
さ
と
の
映

像
を
見
た
い
で
す
。

山紫水明は

住民のため

津田悟さん

（53歳・寝屋川市）

2新庄（妻は勝山市北郷町）。

2あけましておめでとうござい

ます。大野市の益々のご発展を

お祈り申し上げます。⑥山紫水

明は観光客のためではなく、住

民が生きていくのにこそ必要な

ものです。水源を養うとともに

汚さぬ努力も大事かと思います。

富
士
よ
り
夢
で
み
る
荒
島

竹内宣之さん

（49歳・千葉県）

2
稲
郷
。
2
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
③
夫
婦
、
f
供
二

人
の
四
人
家
族
で
す
。
4
福
井
県
の

中
で
「
わ
が
道
を
行
く
」
と
い
っ
た

感
じ
の
「
ま
ち
」
。
⑤
何
十
年
も
前

に
大
野
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
私
に
貴

重
な
「
広
報
お
お
の
」
の
紙
面
に
出

番
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
⑥
あ
の
清
ら
か
な
真
名

川
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
長
男
の
名
前
は

　

「
真
名
人
」
と
。
清
く
お
お
ら
か
に

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
子
供

の
成
長
ぶ
り
を
み
て
、
大
野
を
離
れ

た
年
数
を
数
え
る
時
が
何
度
も
あ
り

ま
す
。
水
も
空
気
も
き
れ
い
な
大
野

を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市民自らの
頭と体の活性化を

酒井具郎さん

（69歳・福井市）

2美川町。④大野市の活性化は、イベ

ントでもなければ工場誘致でもありま

せん。市民自らの頭と体の活性化以外

には何の手だてもないと思います。蘭

学のメッカ大野、樺太探検の大野丸は

いったいどこの話でしょうか。一人ひ

とりが立ち上がろうではありませんか。

楽しみです

広報おおの

野尻－男さん

（57歳・守口市）

2要町。2謹んで新年のお慶びを申しあげま

す。③子供も結婚し、孫も幼稚園に。毎朝、

淀川を走ったり、大阪城まで歩いています。

④大野は静かな城下町です。朝市や御清水、

里芋が印象的。⑤毎月送られてくるのを楽し

みにしています。ふるさとを思いおこします。

⑥大野にも越前大仏のような観光地やホテル

がほしいですね。

藤
原
永
孝
さ
ん

（
5
0
歳
・
大
阪
市
）

新
進
気
鋭
の
精
神
が

①
中
丁
。
2
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
益
々
の
ご
発
展
を
念
願
い
た

し
ま
す
。
③
2
0
有
余
年
前
に
貿
易

商
を
始
め
、
現
在
は
輸
入
品
を
中

心
に
営
業
し
て
い
ま
す
。
4
大
野

は
活
気
が
な
い
町
で
す
。
大
野
の

人
は
「
人
が
良
い
」
と
申
し
ま
す

が
、
努
力
と
犠
牲
が
あ
っ
て
こ
そ

　

「
人
が
良
い
」
に
な
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
⑤
広
報
お
お
の
を
通
し

て
、
ほ
ん
の
一
部
の
市
民
の
悶
え

と
焦
り
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
で

す
。
⑥
金
森
長
近
公
が
拝
盤
の
目

の
町
を
築
い
た
こ
と
は
、
当
時
と

し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
大

野
の
発
展
に
は
、
新
進
気
鋭
の
精

神
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か



真
名
川
憩
い
の
島

河川敷11ヘクタール

3ヵ年計画で整備

　

真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
現
在
あ
る
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
サ
ッ
カ
ー
場
の
他
に
、
野
球
場
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
を
新
設
。
大
野
盆
地
の
中
央

を
流
れ
る
真
名
川
が
、
長
年
に
わ
た
り
造
り
上
げ
た
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
河
川
敷
。
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ッ

カ
と
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
島
と
な
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
私
た
ち
市
民
の
生

活
と
歴
史
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ

真
名
川
は
、
四
季
を
通
じ
て
多
く

の
人
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

富
田
大
橋
の
上
流
か
ら
下
流
に

広
が
る
長
さ
約
一
キ
ロ
の
河
川
敷

は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
県
の

真
名
川
環
境
整
備
事
業
で
年
度
ご
と

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
昭
和

五
十
七
年
と
六
十
三
年
に
占
用
使

用
許
可
を
受
け
て
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
サ
ッ
カ
ー
場
を
設
け
、

市
民
に
解
放
し
て
き
ま
し
た
。

　

真
名
川
憩
い
の
島
は
、
国
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
認
定
を
受
け
て
、

平
成
三
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で

整
備
さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費
は
約

二
億
三
千
四
百
万
円
で
す
。

　

年
度
ご
と
の
主
な
整
備
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
三
年
度

★
ス
ポ
ー
ツ
施
設
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
更
に
盛
り
土
を
行
い
、

境
界
の
縁
石
工
事
と
二
ヵ
所
に
バ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
設
置
。
サ
ッ
カ
ー

場
は
、
境
界
の
縁
石
工
事
。
野
球

場
は
盛
り
土
と
三
ヵ
所
に
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
を
設
置
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
は
盛
り
土
と
縁
石
工
事
を
。

★
園
路
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
道

路
舗
装
の
ほ
か
、
僑
上
流
に
進
入

路
も
新
設
し
ま
す
。

り
回
目
9
日

★
ス
ポ
ー
ツ
施
設
野
球
場
の
フ

ェ
ン
ス
設
置
。
サ
ッ
カ
ー
場
の
I



新
野
球
場
で

　
　
　

活
躍
を足利卓哉君

（乾側小4年）

　

有
終
少
年
野
球
チ
ー
ム
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
真
名

川
憩
い
の
島
に
野
球
場
が
出

来
る
と
聞
い
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
も
っ
と

も
っ
と
練
習
を
続
け
、
新
し

い
野
球
場
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の

一
員
と
し
て
活
躍
し
て
み
た

い
で
す
。

芝
生
の
上
で

　
　
　

サ
ッ
カ
ー

　

今
度
、
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
場
の
芝
が
き
れ

い
に
な
る
と
聞
い
て
、
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。
芝
生
の

上
で
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
も
ジ

ー
コ
や
マ
ラ
ド
ー
ナ
の
よ
う

な
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
選
手
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。山村昴嗣君

（有終東小4年）

部
の
芝
を
張
り
替
え
ま
す
。

★
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
僑
か
ら

下
流
半
分
を
整
備
し
ま
す
。

★
駐
車
場
ほ
か
’
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広

場
を
除
く
三
ヵ
所
の
駐
車
場
を
整

備
し
ま
す
。
進
入
路
こ
力
所
に
案

内
板
を
、
水
飲
み
場
も
I
カ
所
新

設
し
ま
す
。
ベ
ン
チ
は
五
十
ヵ
所

の
う
ち
、
約
半
分
を
設
置
し
ま
す
。

り
徊
諮
9
日

★
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
池
や
島
、

砂
場
、
遊
具
な
ど
を
造
る
ほ
か
、

野
生
花
園
、
自
然
観
察
園
な
ど
も

新
設
さ
れ
ま
す
。

★
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
橋
の
上

流
半
分
を
整
備
、
広
場
内
は
砂
利

を
敷
き
ま
す
が
、
固
定
炉
は
あ
り

ま
せ
ん
。

★
ト
イ
レ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
の

近
く
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

★
修
景
工
事
園
内
の
芝
生
を
張

っ
た
り
、
周
囲
の
景
観
に
マ
ッ
チ

し
た
樹
木
を
植
え
ま
す
。

回
9
図
回
9
昌

　

＝
回
国
圓
回
ａ

　

市
で
は
、
工
事
が
完
了
し
た
施

設
か
ら
順
次
、
市
民
に
解
放
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
部
来
年

の
夏
ご
ろ
か
ら
使
用
で
き
る
見
通

し
で
す
が
、
工
事
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
使
用
制
限
も
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

広
報
な
ど
で
、
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
し
ま
す
。



鳴鹿大堰での

水利権取得に朗報

1日8．640立方メートル

　

九
頭
竜
川
鳴
鹿
大
堰
（
左
岸
・

永
平
寺
町
、
右
岸
・
丸
岡
町
）
の

基
本
計
画
が
、
十
一
月
二
十
八
日

に
建
設
省
か
ら
告
不
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
は
、
大
野
市
の
ダ
ム

使
用
権
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り

市
の
水
資
源
対
策
に
と
っ
て
大
き

な
収
穫
と
い
え
ま
す
。

　

市
の
水
資
源
計
画
で
は
、
地
下

水
は
毎
秒
約
2
・
2
九
ト
ン
不
足

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
下
水
依
存
だ
け
で

は
将
来
、
不
安
な
こ
と
か
ら
今
回

の
ダ
ム
使
用
権
の
獲
得
に
こ
ぎ
つ

け
た
も
の
で
す
。

　

完
成
後
は
。
一
日
最
人
八
千
六

百
四
十
立
方
じ
（
毎
秒
約
2
・
一

ト
ン
）
が
、
水
道
用
水
と
し
て
取

得
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
計
画
給

水
量
の
約
三
分
の
二
を
ま
か
な
う

量
に
な
り
ま
す

完
成
は
平
成
八
年
度

　

鳴
鹿
大
堰
建
設
事
業
は
、
平
成

元
年
度
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
、

平
成
四
年
度
か
ら
は
改
築
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
堰
の
長
さ
は
三
百

十
一
・
六
に
、
建
設
費
用
は
概
算

で
約
二
百
八
十
億
円
。
完
成
は
、

平
成
八
年
度
の
予
定
で
す
。

　

鳴
鹿
大
堰
の
建
設
は
、
治
水
や

既
得
用
水
の
流
水
機
能
維
持
、
新

規
水
利
の
取
水
が
可
能
に
な
り
、

完
成
後
は
、
大
野
市
に
対
し
て
水

道
用
水
と
し
て
の
水
利
権
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
市
で
は
今
後
、
効
率

的
な
水
利
用
を
図
る
た
め
、
各
関

係
機
関
と
十
分
協
議
を
重
ね
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

Ｓ
6
3
・
7
国
が
鳴
鹿
堰
堤
改

　

築
構
想
発
表
。
市
に
ダ
ム
仲

　

用
権
設
定
の
打
診
。

H
元
・
1
2
鳴
鹿
大
堰
建
設
の

　

内
示
。
市
は
水
道
用
水
と
ト

　

で
取
水
の
意
向
固
め
る
。

H
2
・
3
～
6
市
議
会
で
ダ

　

ム
使
用
権
設
定
を
設
明
。

H
2
・
1
2
鳴
鹿
大
堰
基
本
計

　

画
案
提
示
。
ダ
ム
使
用
権
設

　

定
申
請
を
建
設
省
に
提
出
。

H
3
・
3
建
設
省
に
基
本
計

　

画
案
同
意
の
回
答
。

H
3
・
H
・
2
6
基
本
計
画

　

官
報
告
示
。

四
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す

自
転
車
専
用
駐
車
楊

　

J
R
越
前
大
野
駅
北
隣
に
、
モ

ダ
ン
な
自
転
車
駐
車
場
が
で
き
ま

す
。

　

駅
前
に
は
、
主
に
通
勤
・
通
学

客
ら
の
自
転
車
が
乱
雑
に
置
か
れ

た
り
、
サ
ビ
つ
い
た
所
有
者
不
明

の
自
転
車
が
放
置
し
て
あ
る
な
ど

美
観
を
損
な
う
と
の
苦
情
が
出
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
数

回
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
効
果
が
あ
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
自
転
車
専
用
の
駐

車
場
建
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
約

四
百
平
方
に
で
、
屋
根
は
タ
イ
ヤ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ド
ー
ム
型
。
三

百
八
台
の
自
転
車
が
駐
車
で
き
ま

す
。
総
事
業
費
は
二
千
七
百
万
円

で
、
う
ち
二
千
万
円
は
日
本
自
転

車
普
及
協
会
か
ら
補
助
を
受
け
ま

す
。

　

市
で
は
、
朝
の
通
勤
・
通
学
時

に
、
指
導
員
を
配
置
し
て
駐
車
場

の
管
理
に
あ
た
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
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大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
主
催
の

第
二
回
繊
維
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
大
野
高
校
三
年
の
坪
井
主
江
さ

ん
が
、
理
事
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
高
校
生
二
十
一
人
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
物
を
取
り

入
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

坪
井
さ
ん
の
作
品
を
基
に
、
繊
維
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
ポ

ス
タ
ー
が
制
作
さ
れ
ま
す
。

▼
大
野
市
長
賞

　
　
　
　
　

西
貴
子
さ
ん
（
大
野
高
二
年
）

▼
県
繊
維
協
会
長
賞

　
　
　
　
　

鳥
山
昌
子
さ
ん
（
大
野
高
二
年
）

▼大野織物工業協同組合理事長賞

　　　　

坪井主江さん（大野高3年）

▼
県
織
物
構
改
工
組
理
事
長
賞

　
　
　
　
　

植
村
由
美
さ
ん
（
大
野
高
三
年
）

▼
大
野
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
　
　

小
林
裕
子
さ
ん
（
勝
山
高
二
年
）

エキサイティング

スポーツ
情’－報

圖靉∃il体・全日本予選を兼ねて

圖7ラブ対抗スキー大会

六呂師で1／10・11・12

　

県
ス
キ
ー
連
盟
が
主
催
す
る
ク

ラ
ブ
対
抗
ス
キ
ー
大
会
が
、
六
呂

師
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
す
。

　

中
日
・
国
体
・
全
日
本
の
各
予

選
会
を
兼
ね
て
い
る
と
あ
っ
て
、

毎
年
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

1
0
日
噺
コ
ー
ス
設
定
、
大
会
打

　

ち
合
わ
せ

‥
‐
日
出
午
前
8
時
開
会
式
、
種

　

目
＝
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ク
ロ
ス
カ

　

ン
ト
リ
ー

1
2
日
㈲
種
目
＝
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
リ
レ
ー
。
午
後

　

3
時
3
0
分
閉
会
式
。

一
歩
行
か
ら
ボ
ー
ゲ
ン
ま
で

　
　

少
年
・
少
女
ス
キ
ー
教
室

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
雪
に
親

し
み
な
が
ら
、
ス
キ
ー
技
術
の
向

上
と
体
力
づ
く
り
を
め
ざ
す
ス
キ

ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
1
月
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場
森
山
ス
キ
ー
場

対
象
小
学
3
年
生
以
上
の
初
心

　

者
定
員
6
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費
保
険
料
三
六
〇
円

申
込
み
保
護
者
が
、
保
険
料
、

　

印
鑑
を
持
っ
て
、
直
接
市
教
育

　

委
員
会
体
育
課
ま
た
は
公
民
館

※
三
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
に

　

限
り
ま
す
。



詐参加

　

・・rX

’灘黛丿No37

与轟飲

食生活を考える 増
や
そ
う
カ
ル
シ
内
‘
ム

　
　

減
ら
そ
う
一
肪
と
塩
分

　
　

「
増
や
そ
う
G
、
。
減
ら
脂
沁
さ
い
」
。
こ
れ
は
、
毎
年

厚
生
省
が
実
施
し
て
い
る
「
食
生
活
改
善
普
及
運
動
」
の

テ
ー
マ
で
す
。
私
た
ち
の
健
康
は
、
普
段
の
食
生
活
と
大

き
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
食
生
活
で
、
必

要
以
上
に
摂
取
す
る
反
面
、
大
切
な
栄
養
素
を
忘
れ
が
ち

で
す
。
正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
発
表
さ
れ
た
国
民
栄
養
調

査
に
よ
る
と
、
摂
取
子
不
ル
ギ
ー

は
、
肥
満
防
上
に
好
ま
し
い
状
態

ま
で
、
あ
と
一
息
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
脂
肪
子
不
ル
ギ
ー
は

最
近
の
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
を
反
映
し

て
、
警
戒
域
と
さ
れ
る
二
五
％
を

突
破
し
て
二
五
・
七
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
食
塩
は
、
全
国
平
均
が

十
二
・
二
r
で
、
目
標
の
十
r
に

は
、
ま
だ
ま
だ
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
は
、
必
要
量

の
八
九
％
で
、
依
然
と
し
て
カ
ル

シ
ウ
ム
不
足
は
解
消
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

◆
カ
ル
シ
ウ
ム

　

お
年
寄
り
の
背
中
や
腰
が
曲
が

る
の
は
、
こ
れ
ま
で
老
化
症
状
の

一
つ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
い
う

病
気
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

予
防
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら
十

分
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
っ
て
、
骨

に
蓄
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
牛

乳
、
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
小

魚
、
海
草
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多

く
含
む
食
品
を
、
食
卓
に
の
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
脂
肪

　

脂
肪
の
取
り
す
ぎ
は
、
心
臓
病

・
大
腸
が
ん
な
ど
の
原
因
に
な
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

脂
肪
は
、
量
だ
け
で
な
く
質
も

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
植
物
性
脂
肪

や
魚
類
の
脂
肪
は
、
動
脈
硬
化
を

予
防
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
動

物
性
脂
肪
は
、
逆
に
動
脈
硬
化
を

促
進
す
る
作
用
が
あ
り
、
食
べ
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
塩
分

　

塩
分
の
取
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧

ひ
い
て
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
招

く
ほ
か
、
胃
が
ん
も
起
こ
し
や
す

く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
減
塩
運
動
が
盛
ん
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
摂
取
量
は
、
年

々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
目
標
値
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

摂
取
量
を
減
ら
す
に
は
、
今
ま

で
の
食
習
慣
を
改
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
酢
、
レ
モ
ン
な
ど
を
上

手
に
使
っ
て
、
炒
め
も
の
や
揚
げ

も
の
な
ど
を
、
少
な
い
塩
分
で
食

べ
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
て
く
だ

さ
い
。
塩
分
の
多
い
調
味
料
を
取

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
平
成
四
年
度
健
康

診
査
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
表
は
、
一
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。
締
め
切
り
は
、
二
月
十

日
で
す
。
調
査
表
は
申
し
込
み

を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
正
確

に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

皆さんの健廉づくりを後押」汪4，寸丿保健ゼンダ，（j昔65－7333）



暮
ら
し
の

「
7
卜
流
々
ス

通信販売 イメージと違ってる，回，

広告が唯一の判断材料

うっかり注文でトラブタレも

　

雑
誌
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
と
お
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
、
居
な
が
ら
に
し
て
買
え
る
と
い
う

便
利
さ
か
ら
、
通
信
販
売
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
商
品
の

紹
介
や
販
売
条
件
は
、
広
告
だ
け
と
あ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
商
品
知
識
を
よ
く
身
に
つ
け
て

か
ら
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

通
信
販
売
は
、
隔
地
者
間
の
取

り
引
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常

の
店
舗
販
売
と
は
異
な
っ
た
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
ま
す
。
商

品
に
関
す
る
情
報
は
、
広
告
や
カ

タ
ロ
グ
だ
け
し
か
提
供
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
内
容
が
確
実
で
信
用
で

き
る
も
の
で
な
い
と
、
次
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
ま
す
。

①
商
品
が
届
か
な
い
、
遅
い

例
車
の
専
門
誌
を
見
て
外
車
を

　

注
文
。
前
金
と
し
て
百
万
円
を

　

支
払
っ
た
が
、
そ
の
後
連
絡
が

　

な
い
。

②
注
文
し
た
商
品
で
な
い

　
　
　
　

イ
メ
ー
ジ
ガ
違
う

例
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
ブ
ラ
ウ

ス
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
写

真
と
は
違
っ
た
も
の
が
届
い
た
。

③
故
障
に
応
じ
な
い

　
　
　
　
　

対
応
が
悪
い

例
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
購
入
。
使

用
し
て
二
ヵ
月
で
、
火
花
が
出

だ
し
た
。
苦
情
を
言
っ
た
が
、

使
い
方
が
悪
い
か
ら
だ
と
い
っ

て
、
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
。

④
断
つ
て
返
品
し
た
の
に

　
　
　
　
　

代
金
の
請
求
が

例
雑
誌
を
ア
ニ
メ
通
信
講
座

の
広
告
を
見
て
申
し
込
ん
だ
。

届
い
た
教
材
の
内
容
が
違
う
の

で
取
り
消
し
を
申
し
出
た
が
、

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
代
金

を
請
求
さ
れ
た
。

適
用
で
き
ま
せ
ん

　

ク
ー
リ
ン
グ
…
オ
フ

　

通
信
販
売
は
。
訪
問
販
売
の
よ

う
に
不
意
打
ち
性
が
な
く
、
冷
静

に
商
品
選
択
が
で
き
る
と
い
う
考

え
か
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制

度
（
契
約
申
し
込
み
の
撤
回
）
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
で
は
、
「
先
着
○
○
名
様
に

限
り
」
と
い
っ
た
よ
う
な
消
費
者

の
購
入
意
欲
を
あ
お
る
宣
伝
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
一
呼
吸
置
い
て

冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

訪
問
販
売
法
で
は
、
通
信
販
売

の
広
告
の
中
に
①
価
格
②
支
払
時

期
③
引
き
渡
し
時
期
及
び
方
法
④

特
約
事
項
（
返
品
の
可
否
、
返
品

で
き
る
場
合
は
返
品
期
間
）
な
ど

を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

？
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
条
件

　

を
よ
く
確
認
す
る
。

？
代
金
前
払
い
の
場
合
は
、
特
に

　

業
者
を
慎
重
に
選
ぶ
。

？
注
文
し
た
広
告
や
支
払
い
の
控

　

え
は
、
保
管
し
て
お
く
。

？
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
は
、
商
品

　

到
着
と
引
き
落
と
し
の
日
を
確

　

認
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
ご
ろ
か

ら
商
品
知
識
を
身
に
つ
け
、
安
易

な
申
し
込
み
は
し
な
い
こ
と
が
肝

要
で
す
。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
－
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

子ども劇場「夢見のちゃら平」

＜る一ぶ登場
FCおおの

サッカースポーツ少年団

県
大
会
優
勝
、
2
0
周
年
に
花

　

昨
年
秋
の
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
二
部
（
丘
年
生
以
下
）
で
、
F

C
お
お
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
優
勝
を
飾
り
、
創
立
ニ
ト

周
年
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

心
内
に
は
、
四
つ
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
当
初

は
、
大
野
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
だ
け
で
、
各
学
佼
の
サ
ッ
カ

ー
少
年
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が

学
校
単
位
で
の
チ
ー
ム
結
成
と
と

も
に
「
F
C
お
お
の
」
と
改
名
。

そ
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
今
で
も

学
校
に
関
係
な
く
誰
で
も
加
人
で

き
ま
す
。
現
在
、
有
終
西
小
を
中

心
に
L
庄
、
蕨
生
、
小
山
。
有
終

束
、
下
庄
か
ら
も
加
入
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

人
会
の
年
齢
制
限
は
な
い
そ
う

で
、
以
前
は
幼
児
も
い
た
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。
現
在
は
小
学
二

年
か
ら
六
年
ま
で
の
三
ト
に
n
人
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
は
五
人
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
二
人
は
、
こ
の
チ
ー
ム
の

出
身
で
す
。

　

富
山
で
行
わ
れ
た
北
陸
新
人
大

会
で
も
、
健
闘
し
て
三
位
に
入
り

ま
し
た
。
監
督
の
前
幸
雄

さ
ん
（
4
2
歳
・
本
町
）
は
。

　

「
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
こ

ま
で
や
れ
る
と
は
。
五
年

生
9
人
、
4
年
生
2
人
の

チ
ー
ム
で
非
力
な
と
こ
ろ

も
あ
る
ん
で
す
が
、
み
ん

な
で
カ
バ
ー
で
き
た
の
が

勝
因
で
す
ね
。
指
導
者
冥

利
に
尽
き
ま
す
よ
」
と
1

放
し
の
＆
‥
び
よ
う
で
し
た

　

F
C
お
お
の
が
目
指
す

目
標
は
、
今
春
の
全
国
大

会
県
予
選
で
す
。
こ
こ
し

ば
ら
く
奥
越
か
ら
の
出
場

が
な
い
だ
け
に
、
関
係
者

ら
も
熱
い
期
待
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
が
勝
負
と
あ
っ
て
、
今
も

体
育
館
で
週
三
回
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
石
川
県
や
滋
賀
県
へ

の
遠
征
も
行
わ
れ
、
日
々
た
く
ま

し
く
な
る
子
ど
も
た
ち
。
大
き
な

目
標
に
向
か
っ
て
、
力
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

ISii！iig

●‘

ヤングコーナー

市
民
の
皆
さ
ん

も
つ
と
エ
キ
サ
イ
ト

林智治

（28歳・中据）

　

昨
年
の
四
月
か
ら
、
完
成
し
た

ば
か
り
の
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
働

い
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
何
も
か

も
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
右
往
左

往
の
連
続
で
し
た
。
重
複
し
て
会

場
を
貸
し
出
す
な
ど
で
、
市
民
の

方
か
ら
お
し
か
り
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
、
高
佼
と
陸
上
部
に
所
属

現
在
は
、
ス
キ
ー
と
テ
ニ
ス
に
熱

中
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
自
分
が
、
こ
ん
な
立
派
な
施

設
で
働
け
る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。

　

一
番
利
用
者
が
多
い
の
は
体
育

館
で
す
が
、
そ
の
次
に
多
い
の
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
。
知
ら
な

い
市
民
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
筋

力
ア
ッ
プ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

と
十
数
種
類
の
器
具
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
日
も
外
国
人
が
こ

ら
れ
、
私
の
国
の
利
用
料
の
十
分

の
一
で
す
ね
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

利
用
料
は
と
も
か
く
、
冬
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
は
最
適
だ
と

思
い
ま
す
。

　

以
外
と
好
評
な
の
が
、
体
育
館

観
覧
席
の
周
囲
を
走
る
二
百
に
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
。
女
性
が
夜

間
、
道
路
を
走
る
の
は
何
か
と
危

険
が
伴
い
ま
す
。
体
育
館
な
ら
明

る
く
て
安
全
。
し
か
も
夏
場
は
日

焼
け
も
防
げ
一
石
二
鳥
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

体
育
館
と
武
道
館
が
併
設
さ
れ

た
施
設
は
、
全
国
的
に
も
少
な
く

視
察
に
来
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
。
皆
さ
ん
I
応
に
「
立
派

で
す
ね
I
」
と
感
心
さ
れ
ま
す
。

　

立
派
な
施
設
で
す
が
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
は
あ
ま
り
良
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
ご
み
の
始
末
が
悪
か

っ
た
り
、
時
に
は
土
足
の
ま
ま
で

プ
レ
ー
し
て
い
る
人
を
見
か
け
る

こ
と
も
あ
り
、
寂
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
率
は
、
開
設
直
後

と
し
て
は
、
高
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
か
ら
は
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
講
習
会
も
計
画
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
も
っ
と
も
っ

と
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
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図
書
館
を
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に

I
ダ
J

‰
に

　

日
ご
ろ
、
図
書
館

を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
環
境
と
い
い
、
館
内
の
1
囲

気
と
い
い
、
利
用
し
や
す
く
七
陸
ん

で
通
っ
て
い
ま
4
。

　

今
年
は
、
図
書
館
建
設
ブ
ー
ム

で
、
小
浜
、
敦
賀
、
勝
山
の
占
え

図
書
館
が
完
成
し
、
武
生
、
福
井

で
も
改
築
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
で
は
、

今
ま
で
の
よ
う
な
固
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
た
図
書
館
か
ら
、
地
域
の

情
報
セ
ン
タ
ー
的
な
、
親
し
ま
れ

る
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
役

割
も
含
め
た
図
書
館
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら
の
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
し
、
特
徴
を
持
っ

た
図
書
館
に
し
た
い
と
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
市
の
図
書
館
も
、
オ
ー
プ
ン

し
て
五
年
余
り
に
な
り
、
年
々
利

用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
開
館
時

間
の
延
長
や
休
館
日
の
縮
小
、
夜

間
の
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
辺
で
、

市
民
の
声
を
反
映
し
た
運
営
方
法

や
施
設
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

り

　

図
書
館
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

開
館
し
た
昭
和
六
十
年
度
の
貸

し
出
し
冊
数
は
、
約
八
万
一
千
冊

で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
上
半
期

で
五
万
八
千
冊
を
突
破
し
て
い
ま

す
。
蔵
書
の
量
、
質
と
も
に
ま
だ

ま
だ
充
分
と
は
い
え
な
い
状
態
で

す
の
で
、
今
後
、
徐
々
に
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
ち
々

か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め

の
「
ご
意
見
箱
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し

中
の
と
き
の
予
約
や
、
購
入
や
他

館
か
ら
借
り
た
り
す
る
リ
ク
ェ
ス

ト
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
快
適

コ
ー
ナ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
通
信
、
キ

ャ
プ
テ
ン
）
も
あ
り
ま
す
。
図
書

館
に
い
け
ば
、
何
か
に
出
会
え
る

そ
ん
な
場
所
に
な
れ
ば
と
努
力
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ん
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
図
書
館
長
大
倉
博
明
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
さ
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
S
9
1
2
大
野
市

天
神
町
－
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴫歌

星
の
輝
き
を
市
民
に
、
自
費
で
天
文
台
を
開
設

井
部
極
び
（
4
4
歳
・
有
明
町
）

　

市
内
か
ら
北
へ
約
五
キ
ロ
の
大

火
一
P
に
、
天
文
台
が
完
成
し
ま
し

た
。
開
設
し
た
の
は
、
大
野
地
球

科
学
研
究
会
の
会
員
で
も
あ
る
井

部
極
さ
ん
で
す
。

　

井
部
さ
ん
が
、
大
体
に
興
味
を

も
っ
た
の
は
小
学
生
の
頃
で
、
大

野
高
校
地
学
ク
ラ
ブ
の
大
体
観
測

で
、
初
め
て
土
星
を
見
せ
て
も
ら

い
感
激
し
た
そ
う
で
す
。
昭
和
四

十
ま
几
年
頃
、
勝
山
に
勤
務
し
て
い

た
と
き
に
、
望
遠
鏡
や
大
体
写
真

な
ど
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
カ
タ
ロ

グ
を
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
格

的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
五
十
二
年
に
は
、
十
五

セ
ン
チ
反
射
望
遠
鏡
を
購
入
。
以

後
、
屈
折
望
遠
鏡
や
高
培
率
の
双

眼
鏡
な
ど
も
手
に
い
れ
、
天
文
に

関
す
る
専
問
書
を
見
な
が
ら
観
測

を
続
け
た
そ
う
で
す
。

　

大
火
戸
は
、
市
内
の
灯
が
見
え

ず
、
山
か
ら
の
吹
き
お
ろ
し
が
あ

り
空
気
が
澄
ん
で
い
る
こ
と
、
束

の
方
向
に
障
害
が
な
い
こ
と
な
ど

好
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
三
十
五
セ
ン
チ
の
反
射
望
遠

鏡
が
据
え
ら
れ
た
ミ
ニ
天
文
台
を

前
に
し
て
、
井
部
さ
ん
は
「
神
秘

的
な
宇
宙
の
輝
き
を
、
一
人
で
も

た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら

い
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
開
設
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
大
矢
戸
の
皆
さ
ん

に
ま
ず
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
｀

と
感
慨
深
げ
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

お
知
ら
せ

●
交
通
遺
児
を
対
象
に

　
　

書
道
コ
ン
テ
ス
ト

　

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
駆
事
故
で
保
護
者
が
亡

く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

者
（
I
～
3
級
）
と
な
っ
た
家
庭

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
書
道

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

部
門
と
課
題
小
学
生
低
学
年
＝

　
　

「
あ
さ
日
」
、
小
学
生
高
学
年

　

＝
「
新
し
い
天
地
」
、
中
学
生

　

＝
「
大
自
然
の
美
」

募
集
期
間
1
月
4
日
出
～
1
月

　

3
1
日
匍

　
　
　

く

賞
最
優
秀
賞
（
運
輸
大
臣
賞
）

　

ほ
か
多
数
。
入
選
者
以
外
に
も

　

参
加
賞
を
進
呈
。

家
族
参
加
幼
児
や
家
族
の
作
品

　

も
受
け
付
け
ま
す
。
優
秀
作
品

　

に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
を
進
呈
。

　

課
題
は
自
由
。

応
募
方
法
書
き
初
め
用
紙
（
2
5

　

四
×
1
0
0
叩
）
ま
た
は
半
紙
を
使

　

用
し
、
一
人
―
点
。
作
品
に
応

　

募
用
紙
（
住
所
・
氏
名
・
学
校

　

名
・
学
年
等
）
を
明
記

応
募
先
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

　

タ
～

　

大
手
3
－
H
－
1
7
県
民
会
館
4

　

階
豊
0
7
7
ハ
h
）
・
2
2
・
I
X
）
O
O

　

6
）
へ
。



かわいいサンタが

公共施設を訪問

　

11月29日、いとよ保育園の5人の園

児が、サンタの服装で市内の公共施設

の職員らを激励。市役所では収入役室

を訪問し、手作りのクリスマスツリー

やお菓子などをプレゼント。出迎えた

吉村収入役も、かわいいサンタのおで

ましに「ありがとう。みんなも車に気

をつけてがんばってね」とうれしそう

に応対していました。

I－I似．I‘I工

　

旅滓鵬一「tmiTM係き66－1111

使用済みテレカ2千枚で

NTTがモザイク画製作

　

NTT大野支店は、使用済みテレフ

ォンカードの回収を広く市民に呼びか

けたり、電話ボックスに回収箱を設け

たりして、燃えないごみとなるカード

を回収。カラフルなカードをうまく配

置し、縦2．7に×横3．6にのモザイク画

を作り、支店の3階南側の外壁に展示。

ヒマワリと飛行船などを描いた大作に

道行く市民も感心していました。

阪
谷
小
が
全
国
保
健
体
育
優
良
校
に

　

平
成
三
年
度
の
全
国
保
健
体
育
優
良
校
に
阪
谷
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
保
健
体
育
の
指
定
校
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
児
童
ら
が
遊
び
の

時
間
を
活
用
し
て
、
全
校
い
っ
せ
い
に
器
械
運
動
や
リ
レ
ー
を
し
た
り
鉄
棒
広

場
を
設
け
た
り
し
て
、
体
育
の
生
活
化
を
図
り
ま
し
た
。
自
然
な
形
で
の
取
り

組
み
が
功
を
奏
し
、
運
動
好
き
の
児
童
が
急
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

古河市との交流に一役

駅も姉妹縁組みの調印

　

J
R
東
日
本
古
河
駅
と
J
R
西
日

・
本
の
越
前
大
野
駅
が
、
1
1
一
月
2
5
日
に

姉
妹
駅
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
4
月
、
両
市
が
姉
妹
都
市
の
締

結
を
し
て
交
流
し
た
際
、
駅
同
士
の

縁
組
み
話
が
持
ち
上
が
り
、
今
回
の

調
印
と
な
り
ま
し
た
。
大
野
駅
で
は
、

史
跡
巡
り
や
花
火
大
会
の
旅
行
ツ
ア

ー
を
。
古
河
駅
で
は
、
夏
休
み
自
然

体
験
学
習
や
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
計
画

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ライオネスクラブが

介護ベッドを社福協へ

　

大
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
三

大
朝
市
物
産
ま
つ
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
収
益
金
で
、
2
台
の
介
護
用

ベ
ッ
ド
を
購
入
。
1
1
月
2
1
日
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

市
内
で
、
寝
た
き
り
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
は
、
約
1
8
9
人
。
ベ
ッ
ド
に

は
背
上
げ
や
脚
上
げ
機
能
が
つ
い
て

い
ま
す
。
同
協
議
会
で
は
、
さ
っ
そ

く
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
役
立
て
た

い
と
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

寮所ぽ屈指£湯
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市長サンタか

一足早く荒島保育園に

　

12月4日、山内市長がサンタクロー

スにふんして、荒島保育園を訪れまし

た。クリスマスツリーなどで飾付けし

た遊戯室に、真っ赤な服装に白いヒゲ

を付けた市長サンタが登場。待ちわび

た34人の園児らは、サンタの歌を歌っ

て歓迎。人きな袋から、お菓子がいっ

ぱい詰まった艮靴が、園児一人ひとり

に手渡されました。

r］Tr逞y二…………：Ej｀フirご；

ユt．＼］l＝万言l，：ニjj、し1驚申

消防署北側の車庫に

　　

火の用心の絵

　

防火意識の高揚と消防署のイメージ

アップを図ろうと、消防職員らが勤務

の合間を見て、シャッターに絵に描き

ました。男のr・がノ1ジFにまといを持ち

右手で火の用心をアピールした図案で

蛍光色を使用。凹凸があって北向きの

ため、作業は難行したそうですが、で

きあがりはプロ顔負けの大作。市内の

消防格納庫にも挑幟するそうです。

山
ヶ
鼻
4
号
墓
か
ら
木
棺
や
彩
紋
土
器
か
出
土

　

9
月
か
ら
発
掘
が
進
め
ら
れ
て
い
た
山
ヶ
鼻
古
墳
4
号
墓
か
ら
、
弥
生
後
期

と
思
わ
れ
る
木
棺
跡
や
彩
紋
土
器
、
つ
ぼ
、
高
杯
な
ど
が
出
土
。
彩
紋
土
器
の

破
片
は
、
発
掘
済
の
5
号
墓
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
4
号
墓
に
あ
っ
た

土
器
の
一
部
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
棺
は
、
1
つ
で
は
な
く
2
つ
存
在
す
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
新
た
に
2
0
号
墓
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

バイキング方式で
初めての寿司まつり

　

大
野
寿
司
組
合
主
催
の
寿
司
ま
つ

り
が
1
2
月
1
日
、
大
野
有
終
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
市
民
に
日
ご
ろ
の

謝
恩
と
組
合
員
の
結
束
を
目
的
に
初

め
て
企
画
。
7
0
0
人
分
の
食
事
券
は
す

ぐ
に
売
り
切
れ
る
人
気
ぶ
り
。
組
合

員
が
新
鮮
な
ネ
タ
で
十
数
種
類
の
寿

司
を
握
り
ま
し
た
。
好
み
の
す
し
が

自
由
に
食
べ
れ
る
バ
イ
キ
ン
グ
方
式

と
あ
っ
て
、
訪
れ
た
市
民
ら
は
大
満

足
で
し
た
。

エキサイト広場で
おもしろ縄とび大会

　

1
2
月
1
5
日
、
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
と
市
教
育
委
員
会
主
催
の
お
も

し
ろ
縄
と
び
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館
に
集
ま
っ

た
約
2
0
0
人
の
児
童
ら
は
、
2
重
と
び

や
片
足
と
び
、
あ
や
と
び
、
向
か
い

合
い
と
び
な
ど
に
挑
戦
。
縄
と
び
リ

レ
ー
で
は
、
大
歓
声
が
館
内
に
こ
だ

ま
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
団
体
で

と
ぶ
長
な
わ
連
続
と
び
を
企
画
し
て

い
る
そ
う
で
す
。



お
知
ら
せ

1月

●
気
功
教
室
募
集

　

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た

め
の
腹
式
呼
吸
や
丘
［
楽
を
聞
き
な

が
ら
瞑
想
に
ふ
け
る
こ
と
に
よ
り

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
す
。

日
時
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
毎

　

週
水
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

　

3
時

会
場
市
農
業
肴
健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー
（
富
田
公
民
館
併
設
）

会
費
1
ヵ
月
3
、
0
0
0
円

講
師
ス
タ
ジ
オ
「
ド
ウ
」
代
表

　

石
原
恵
美
f
さ
ん

申
込
富
田
公
民
館
（
酋
6
6
・
4

　

1
0
1
）
ま
で
電
話
で

●
中
学
・
高
校
生
の

　
　

春
休
み
海
外
研
修

　

国
際
に
目
少
年
研
修
協
会
で
は
、

来
年
の
存
休
み
に
中
学
生
と
高
校

生
を
対
象
に
、
海
外
派
遣
収
業
を

実
施
し
ま
す
。
事
業
の
慨
要
と
浙

前
説
明
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
程
と
定
員
①
ア
メ
リ
カ
（
オ

　

レ
ソ
ン
州
）
‥
‥
‥
3
月
C
M
日
～
4

　

月
4
日
・
3
0
人
②
ア
メ
リ
カ

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
＝
3
U

　

2
6
日
～
4
月
6
日
・
7
人
③
オ

ー
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
メ
ル
ボ
ル
ン

　

＝
3
月
2
1
日
～
4
月
4
日
・
2
0

　

人
①
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ウ

　

エ
リ
ン
ト
ン
）
3
月
2
1
日
～
4

　

月
4
日
・
2
0
人

経
費
玖
通
経
費
2
万
5
1
円
に

　

①
3
6
万
5
1
円
②
3
5
万
5
ト
円

　

③
3
9
万
5
r
円
④
3
9
万
5
千
円

事
前
説
明
会
1
月
1
8
日
出
（
会

　

場
、
時
間
は
協
会
へ
）

応
募
資
格
中
学
1
年
か
ら
高
佼

　

3
年
ま
で
の
男
女

締
切
1
月
2
5
日
田

申
込
・
問
合
せ
先
財
団
法
人
・

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1
6
0

　

束
京
都
新
宿
区
四
谷
2
－
H

　

大
村
ビ
ル
3
階
豊
0
3
・
3
3
5

　

n
コ
・
（
χ
）
4
9
‘
I
）

●
公
立
幼
稚
園

　
　

入
園
児
を
募
集

　

市
教
育
委
貝
会
で
は
、
今
年
4

月
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募
染

し
ま
す
。

資
格
巾
内
に
住
居
が
あ
り
、
住

　

民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
幼
児

　

で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
入
学

　

1
年
前
で
あ
る
こ
と

定
員
小
山
6
0
人
、
乾
側
5
0
人
、

　

L
庄
8
0
人
、
富
田
8
0
人
、
阪
谷

　

7
0
人

申
込
期
間
1
月
1
6
日
困
～
3
1
日

　

斜

　

く

申
込
方
法
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
ま
た
は
公
立
幼
稚
園
に

　

あ
る
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を

　

明
記
し
て
、
希
望
幼
稚
園
へ
提

　

出

入
園
決
定
2
月
中
旬
に
入
園
許

　

可
証
を
送
付
（
定
員
を
超
え
た

　

場
合
は
お
断
わ
り
す
る
こ
と
も

　

あ
り
ま
す
）

問
合
せ
先
学
校
教
育
課
（
酋
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
L
O
O
i
T
－
t
）

●
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便

　

申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
者
を
対
象
に
「
広
報
お
お
の
」

や
商
工
会
議
所
、
農
協
、
社
福
協

な
ど
が
発
行
す
る
広
報
紙
を
毎
月

無
料
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
「
ふ
る
さ
と
情
報

定
期
便
」
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の

情
報
を
お
届
け
す
る
一
方
、
ふ
る

さ
と
へ
の
提
言
も
お
願
い
す
る
も

の
で
、
年
に
1
回
ア
ン
ヶ
I
ト
に

答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
込
は
、
誰
で
も
で
き
ま
す
。

申
込
先
市
役
所
総
務
課
広
報
広

　

聴
係
（
大
神
町
I
I
I
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
4
0
）

●
B
＆
G
少
年
の
船

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

存
季
国
内
体
験
航
海
「
少
年
の
船
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
3
月
2
8
日
出
～
4
月
3
日

　

剛

寄
港
地
沖
縄

対
象
小
学
5
・
6
年
生
と
中
学

　

生
の
男
女

募
集
人
員
2
人
（
大
野
↑
印
分
）

参
加
費
5
万
円

締
切
1
月
1
9
日
旧

申
込
・
問
合
せ
先
市
B
＆
G
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－

　

―
酋
6
4
・
I
Q
j
l
l
）

●
県
の
最
低
賃
金
は

　

日
額
4
、
1
8
9
円
に

　

平
成
3
年
1
0
月
1
日
以
降
、
県

内
で
働
く
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー

ト
含
む
）
の
最
低
貫
金
は
、
日
額

4
、
1
8
9
円
（
時
間
額
5
2
4

円
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

織
物
や
金
属
加
工
機
械
な
ど
、

一
部
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
と
は
別
に
産
業
別
最
低
貫
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
労
働
法
準
監

督
署
（
弥
生
町
―
－
3
1
豊
6
6
・
3

8
3
8
）
ま
た
は
福
片
労
働
基
準

局
賃
金
課
（
福
井
巾
大
1
1
1
2

－
2
0
豊
0
7
7
a
‥
）
・
2
2
・
C
M
C
O
I
上
n

5
）
ま
で
お
問
い
八
‥
わ
せ
く
だ
さ

交通
安全

４
r

雪
道
で
の
ス
リ
ッ
プ

　

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に

　

積
雪
、
凍
結
路
面
で
は
、
ア
ク
セ

ル
の
踏
み
加
減
で
ス
リ
ッ
プ
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
M
T
車
の
場
合
は
、

ロ
ー
ギ
ア
で
エ
ン
ジ
ン
回
転
一
〇
〇

〇
～
一
こ
○
○
程
度
に
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
と
ど
め
、
徐
々
に
ク
ラ
ッ
チ
を

つ
な
い
で
発
進
し
ま
す
。
A
T
車
は

ド
ラ
イ
ブ
レ
ン
ジ
に
入
っ
て
い
れ
ば

ア
ク
セ
ル
を
踏
ま
な
く
て
も
少
し
ず

つ
動
き
出
す
ク
リ
ー
プ
（
は
い
出
し
｛

現
象
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

急
ブ
レ
ー
キ
は
、
制
動
距
離
が
伸

び
、
六
ン
ド
ル
操
作
ま
で
も
不
能
に

し
ま
す
。
雪
道
の
凹
凸
の
影
響
で
起

き
る
尻
振
り
ス
リ
ッ
プ
は
大
変
危
険

で
す
。
踏
み
し
ろ
を
全
体
の
半
分
ほ

ど
に
と
ど
め
る
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
キ
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
冬
期
間
は
、

思
わ
ぬ
所
に
残
雪
や
凍
結
が
待
ち
受

け
て
い
ま
す
。
特
に
、
①
カ
ー
ブ
や

交
差
点
②
ト
ン
ネ
ル
内
③
踏
切
や
橋

④
坂
な
ど
は
、
ト
分
速
度
を
落
と
し

て
安
全
走
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

雪
道
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ

の
は
。
運
転
技
術
で
も
、
性
能
の
良

い
タ
イ
ヤ
で
も
な
く
、
控
え
め
の
ス

ピ
ー
ド
と
余
裕
の
眼
間
距
離
で
す
。



●INFORMATION

・
ヨ
ロ
ン
島
で

　
　

ち
び
つ
こ
探
検
学
校

　

子
供
を
自
然
に
親
し
ま
せ
、
外

国
人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
し
て

国
際
感
覚
身
に
つ
け
る
一
歩
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
際
青
少
年

研
修
会
が
主
催
し
ま
す
。

期
間
3
月
2
5
日
困
～
4
月
1
日

　

困
場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
小
学
生
3
5
0
人
（
原
則
と
し

　

て
三
年
生
以
土
）

内
容
イ
カ
ダ
作
り
、
島
内
探
検

　

砂
糖
作
り
、
海
の
運
動
会
な
ど

費
用
約
9
万
円

説
明
会
中
部
地
区
は
、
3
月
1

　

日
向
の
予
定

締
切
3
月
7
日
出
ま
で

申
込
方
法
参
加
申
込
書
、
完
全

　

記
核
し
た
健
康
ノ
ー
ト
、
保
険

　

証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
協
会
へ

問
合
せ
先
国
際
青
少
年
研
修
協

　

会
（
〒
1
6
0
新
宿
区
西
谷
2
1
1
1

　

大
村
ビ
ル
3
階
容
0
3
・
3
3
5

　

9
・
8
4
2
1
）

・
民
事
裁
判
と
強
制
執
行

　

民
事
裁
判
の
結
果
が
ど
ん
な
に

有
利
な
内
容
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
法
律
は
、
相
手
方
が

裁
判
に
従
わ
な
い
場
合
に
、
国
の

力
で
裁
判
の
内
容
を
強
制
的
に
実

現
す
る
手
続
き
を
定
め
て
お
り
、

こ
れ
を
強
制
執
行
手
続
き
と
い
い

ま
す
。

　

判
決
が
金
銭
の
支
払
い
を
命
じ

て
い
る
場
合
は
、
裁
判
所
ま
た
は

執
行
官
が
債
務
者
（
敗
訴
し
た
被

告
）
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
売

却
な
ど
で
金
銭
に
換
え
、
債
権
者

　

（
勝
訴
し
た
原
告
）
に
交
付
し
ま

ナ
。

　

建
物
の
明
け
渡
し
や
商
品
の
引

き
渡
し
を
命
じ
て
い
る
場
合
は
、

執
行
官
が
居
住
し
て
い
る
者
を
立

ち
退
か
せ
、
家
財
道
具
な
ど
を
運

び
出
す
な
ど
し
て
債
権
者
に
引
き

渡
し
ま
す
。
商
品
な
ど
の
場
八
口
は

債
務
者
か
ら
取
り
上
げ
て
債
権
者

に
引
き
渡
し
ま
す
。

　

強
制
執
行
制
度
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

（
豊
0
7
7
6
・
2
2
・
5
0
0
0

へ
ど
う
ぞ
。

・
老
人
保
健
I
部
負
担
金

　
　
　
　

今
月
か
ら
改
正

　

老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
平

成
4
年
1
月
1
日
か
ら
、
お
年
寄

り
の
一
部
負
担
金
が
表
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

現行 H4．1．1
～5．3．31

H5．4．1
～7．3．31

H7．4．1

外

来
800宍 90o六 1，000僕

よ物

る価金ス

額ラ　
イ

　ド　
に

入

院
400六 600宍， 7o∩

…
平
成
四
年
度
の

　
　
　

訓
練
生
募
集

　

石
川
障
害
者
職
業
訓
練
佼
で
は

一
般
の
職
業
訓
練
校
で
、
訓
練
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
平
成
四
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
障
害
者
手
帳
等
の
所

　

持
者
。

訓
練
期
間
1
年
間

募
集
科
目
製
版
印
刷
科
・
一
般

　

事
務
科
…
ト
レ
ー
ス
科
・
電
子

　

機
器
科
・
洋
裁
科
・
陶
磁
器
科

応
募
締
切
3
月
2
0
日
ま
で

　

た
だ
し
、
願
書
提
出
者
よ
り
随

　

時
面
接
選
考
を
行
い
、
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
り

願
書
請
求
・
提
出
先
最
寄
り
の

　

公
共
職
業
安
定
所
。

問
合
せ
先
石
川
障
害
者
職
業
訓

　

練
校
（
豊
0
7
6
2
・
4
8
・
2

2
3
5
）
ま
た
は
大
野
公
共
職
業

安
定
所
（
酋
6
6
・
2
4
0
8
）
ま

で・
給
料
な
ど
支
払
調
書
の

　
　

提
出
は
1
月
3
1
日
ま
で

　

給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、

配
当
な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払
先

の
住
所
・
氏
名
支
払
金
額
な
ど
を

記
械
し
た
書
類
（
支
払
調
書
）
を

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
払
調
書
は
、
課
税
の
公
平
を

図
る
た
め
の
重
要
な
書
類
と
な
り

ま
す
。
記
截
誤
り
の
な
い
よ
う
に

し
て
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
税
務
署
（
酋

6
6
・
2
1
8
0
）
へ
ど
う
ぞ
。

・
今
冬
の
除
雪
賃
金
は

　
　

1
2
、
0
0
0
円
に

　

今
冬
の
除
雪
標
準
賃
金
が
、
1

万
2
千
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
昨

年
に
比
べ
て
4
0
0
円
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
7
6
平
方
じ

　

（
約
2
3
坪
）
の
屋
根
面
積
の
雪
下

ろ
し
を
標
準
に
決
め
て
い
ま
す
。

　

求
人
条
件
は
、
原
則
と
し
て
昼

食
・
除
雪
用
具
は
労
務
者
負
担
、

交
通
費
は
求
人
者
負
担
で
、
賃
金

は
当
日
払
い
で
す
。
事
前
に
話
し

合
っ
て
頼
み
ま
し
ょ
う
。

　

職
業
安
定
所
へ
の
求
人
は
、
遅

く
と
も
前
日
ま
で
に
電
話
（
6
6
・

2
4
0
8
）
し
て
く
だ
さ
い
。

年賀は扉勧叫昶拍無きフル

　

大野公民館主催の第35回年賀は

がきデザインコンクールが、次の

とおり実施されます。どしどしご

応募ください。

資格大野市内に在住の人

作品平成4年の年賀はがきで、

　

自分でデザインしたものに限り

　

ます。印刷所などで印刷したも

　

のは対象外。プロや過去3回以

　

上優秀賞以上に入選した人で、

　

特に優れたものは特別作品、市

　

外の人からの優れた作品は参考

　

作品とします。

部門作者の年齢により小学生・

　

中学生・一般（高校生含む）

応募期間1月6日田）より16日（木）

　

まで

提出先大野公民館（明倫町3－

　

28酋66・2828）

賞各部門ごとに最優秀賞・優秀

　

賞・優良賞・佳作。入選者には

　

賞状・商品を、応募者全員に粗

　

品を贈ります。

作品展示入選作品・特別作品・

　

参考作品は、市内の適所で展示

返還応募作品は審議終了後に、

　

人選作品などは、展示期間終了

　

後に返還します。
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搦

奥
之
院

　

時
宗
遍
照
山
奥
之
院
（
羽
生
孝
栄
住
職
）

は
ヽ
昨
年
暮
れ
ま
で
は
か
面
吟
町
に
あ
り
ま

し
た
。
建
物
が
老
朽
化
し
た
た
め
に
建
て
替

え
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
善
導
寺
の
所
有
地
で

あ
る
錦
公
園
の
あ
っ
た
場
所
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

寺
の
歴
史
は
古
く
、
創
設
は
六
百
年
前
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
、
辺
り
は
尼
手
と

農
家
が
一
軒
あ
っ
た
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
全

国
各
地
を
行
脚
す
る
尼
僧
に
、
尼
寺
を
作
る

よ
う
に
と
領
主
が
お
墨
付
き
を
与
え
、
「
奥

之
寮
」
「
奥
野
庵
」
そ
し
て
「
奥
之
院
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
遍
上
人
は
、
全
国
を
行
脚
し
ま
し
た
が
、

黒
い
衣
は
色
あ
せ
て
は
こ
ろ
び
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
時
宗
で
は
、
最
高
の
法
衣

は
ね
ず
み
色
で
す
。
こ
の
寺
に
は
、
西
国
三

ト
三
ヵ
所
御
詠
歌
帳
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
之
院
は
第
二
十
九
番
目
で
「
そ
の
か
み
は

幾
代
経
ぬ
ら
ん
た
よ
り
を
ば
千
歳
も
こ
こ
に

松
の
尾
の
寺
」
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年

に
入
っ
て
、
土
田
英
春
さ
ん
は
「
花
浄
土
の

鈴
の
な
る
道
」
を
ま
と
め
ら
れ
、
現
代
版
越

前
大
野
三
十
三
ヵ
所
霊
場
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
寺
で
は
「
御
仏
の
御
手
に
ひ
か
れ
て
奥

之
院
た
だ
ひ
と
す
じ
に
南
無
観
世
音
」
と
詠

み
ま
し
た
。

　

現
在
、
観
音
講
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

数
力
寺
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
二
十
年
ご

ろ
ま
で
は
、
霊
場
巡
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
住
職
は
、
第
六
番
の
黒
谷
観
音
で
戦
時

中
、
竹
の
子
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
話
な
ど
を

さ
れ
ま
し
た
。
寺
町
に
移
っ
て
か
ら
は
、
六

地
蔵
を
門
の
前
に
置
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
観
光
客
が
よ
く
訪
ね
て
来
る
よ
う
で
す
。

市民のうごき
12月1日現在 前月比

世帯数 11，293世帯 十5世帯

42，055人 十8人

人口 男 20，134人 十2人

女 21，921入 十6人

月中の異動
転入 46人 出生 44人

転出 43人 死亡 34人

市内の交通事故状況（年sヵ・らの計）

件数内訳 －ヽド成3年　11月末
ヽド成2年11Jj末増滅

総件数 387件 376件 十11件

人
身

事
故

件数 116件 158件 －42件

死者 1人 2人 十1入

傷者 155人 203入 －48人

物損事故 271件 218件 十53件

表
紙
の
こ
と
ぱ

　

新
年
を
飾
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
収
穫
に
追
わ
れ
て
い
る
駒

繁
行
さ
ん
（
西
市
）
の
温
室
で

は
、
赤
や
ピ
ン
ク
の
っ
ぽ
み
が

ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で

は
、
8
0
ア
ー
ル
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
主
に
福
井
や
中
京
方
面
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
洋
花
の

需
要
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

昨
年
の
新
年
号
か
ら
、
毎
月

1
6
ペ
ー
ジ
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
毎
月
の
企
画
立
案
が
大

変
で
し
た
が
、
探
せ
ば
い
た
る

と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
今
年
は
、
掘
り
下
げ

た
記
事
が
目
標
で
す
が
、
豊
富

な
取
材
が
第
一
条
件
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

IR、、見111・

　

三
国
の
知
人
の
家
を

訪
ね
た
と
き
、
小
学
四

年
生
の
女
の
子
が
三
人
。

カ
ル
タ
競
技
大
会
へ
向

け
て
の
練
習
中
だ
っ
た
、

読
み
手
が
百
人
一
首
の

和
歌
に
、
抑
揚
を
つ
け
て
ス
ラ
ス
ラ
読
み
上
げ

る
。
練
習
と
い
う
の
に
張
り
つ
め
た
熱
気
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
読
み
手
の
第
一
声
を
聞
き
逃
す

ま
い
と
耳
を
済
ま
せ
、
上
の
句
に
差
し
掛
か
っ

た
と
こ
ろ
で
さ
っ
と
手
が
伸
び
、
畳
を
は
た
く

音
が
小
気
味
よ
く
響
く
▼
「
お
正
月
も
カ
ル
タ

を
す
る
の
」
と
尋
ね
る
と
「
い
い
え
」
。
フ
ァ

ミ
コ
ン
を
し
た
り
、
マ
ン
ガ
を
読
ん
だ
り
、
ご

ろ
寝
と
い
う
子
さ
え
い
る
。
百
人
一
首
も
正
月

の
娯
楽
で
は
な
く
、
競
技
に
変
身
し
た
の
だ
ろ

う
か
▼
考
え
て
み
れ
ば
「
お
正
月
に
は
羽
根
突

い
て
コ
マ
を
回
し
て
遊
び
ま
し
よ
」
と
子
ど
も

た
ち
が
砂
利
道
に
広
が
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ガ
キ

大
将
の
家
に
集
ま
っ
て
す
ご
ろ
く
を
し
た
り
、

た
ど
た
ど
し
く
百
人
一
首
を
読
み
上
げ
、
ノ
ロ

ノ
ロ
と
カ
ル
タ
を
拾
っ
た
な
ど
と
い
う
光
景
は

遠
い
過
去
で
し
か
な
い
▼
急
増
す
る
高
価
な
フ

ァ
ミ
コ
ン
グ
ー
ム
、
昼
夜
を
通
し
て
放
映
さ
れ

る
娯
楽
番
組
、
カ
ラ
オ
ヶ
ボ
ッ
ク
ス
も
満
杯
と

か
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
、
世
は
ま
さ

に
平
成
元
禄
▼
「
今
更
古
い
カ
ル
タ
な
ん
て
」

と
人
気
が
薄
い
よ
う
だ
が
、
本
屋
さ
ん
の
片
隅

に
は
、
彩
色
豊
か
な
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
カ
ル
タ
、

ド
ラ
エ
モ
ン
カ
ル
タ
、
犬
体
カ
ル
タ
な
ど
に
混

じ
っ
て
、
装
丁
も
美
し
い
百
人
一
首
が
数
箱
積

ま
れ
て
い
る
。
購
入
す
る
人
も
何
人
か
訪
れ
る

し
、
正
月
に
帰
省
す
る
孫
た
ち
と
百
人
一
首
を

楽
し
む
家
庭
も
あ
る
と
い
う
。
伝
統
は
、
や
っ

ぱ
り
ど
こ
か
で
息
づ
い
て
い
る
の
だ
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
●
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
酋
6
6
：
‐
1
1
1
）
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